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中
央
大
学
（
東
京
都
八
王
子

市
、
永
井
和
之
学
長
）
は
３
月

16
日
、
日
本
医
科
大
学
（
東
京

都
文
京
区
、
田
尻
孝
学
長
）
と

教
育
・
研
究
の
両
面
に
わ
た
っ

て
連
携
・
協
力
を
図
る
た
め
の

包
括
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の

協
定
に
よ
り
今
後
、
両
大
学
間

の
相
互
交
流
が
よ
り
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
医
学
・
工
学
・

理
学
の
み
な
ら
ず
、
医
学
・
法

学
の
連
携
も
推
進
さ
れ
、
両
大

学
双
方
の
教
育
・
研
究
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
、
中
央
大
学
後
楽
園

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
包
括

協
定
（
基
本
協
定
）
の
調
印
式

に
は
、
中
央
大
学
か
ら
永
井
学

長
は
じ
め
大
久
保
信
行
常
任
理

事
、
石
井
洋
一
理
工
学
部
長
ら
、

日
本
医
科
大
学
か
ら
は
田
尻
学

長
と
、
同
大
の
兄
弟
校
で
あ
る

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
池

本
卯
典
学
長
ら
が
出
席
。
永
井

学
長
と
田
尻
学
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
教
育
・
研
究
交
流
協
定
書
に

署
名
し
た
う
え
で
、
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
た
。

　

本
学
は
、
１
９
７
８
年
の
多

摩
移
転
後
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

の
夜
間
医
療
体
制
や
学
生
な
ど

の
健
康
診
断
で
、
日
本
医
科
大

学
附
属
多
摩
永
山
病
院
か
ら
の

医
師
派
遣
な
ど
の
協
力
を
得
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
理
工
学
部

の
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

同
じ
く
文
京
区
内
に
あ
る
日
本

医
科
大
学
と
こ
れ
ま
で
相
互
に

二
度
に
わ
た
り
、「
医
学
と
工

学
の
連
携
を
求
め
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
学
術
合
同
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
研
究
協
力

を
進
め
て
き
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
さ
ら
に
両

大
学
が
教
育
と
研
究
の
双
方
に

わ
た
っ
て
連
携
し
、
理
学
・
工

学
や
医
学
に
関
す
る
学
術
交
流

を
促
進
し
て
、
新
た
な
展
開
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ

日
本
医
科
大
学
と
教
育・研
究
交
流
協
定
を
締
結

本
学
の
工・
理
学
、法
学
が
、医
学
と
連
携
協
力
へ

れ
た
。

　

今
後
は
、
す
ぐ
に
も
図
書
館

の
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
大
学
院
間
の
単

位
互
換
に
よ
る
学
生
交
流
や
、

研
究
者
交
流
、
中
・
高
校
生
を

対
象
に
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ

ナ
ー
の
共
催
、
さ
ら
に
は
日
本

獣
医
生
命
科
学
大
学
と
の
交
流

も
検
討
さ
れ
る
。

　

と
く
に
本
学
の
理
工
学
部
と

法
科
大
学
院
（
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
）
は
、
日
本
医
科
大
学
と

は
距
離
的
に
近
い
た
め
、
よ
り

連
携
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

協
定
締
結
後
に
記
者
会
見
し

た
永
井
学
長
は
、
１
２
５
年
前

の
本
学
創
立
式
典
に
来
賓
と
し

て
出
席
し
た
福
沢
諭
吉
翁
が
、

「
法
学
と
医
学
は
非
常
に
よ
い
。

１
日
学
ん
だ
だ
け
で
為
に
な

る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
生
命
系
の
分
野
が
総
合
大
学

と
し
て
必
要
と
考
え
、
ウ
イ
ン

協定に調印後、握手する永井学長（左）と田尻学長（右）
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グ
を
広
げ
た
」
と
述
べ
、
日
本

医
科
大
学
と
の
交
流
に
期
待
を

示
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
医
科
大
学
の
田

尻
学
長
は
、
本
学
理
工
学
部
に

昨
春
、
生
命
科
学
科
が
で
き
た

の
が
今
回
の
協
定
締
結
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
し
た
う
え
で
、

「
社
会
の
た
め
に
な
る
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

 

（
編
集
室
）

陸
上
競
技
部
の「
東
豊
田
寮
」が
完
成
、竣
工
式
行
う

「
文
武
両
道
」の
抜
群
の
環
境
に
、期
待
さ
れ
る
躍
進

　

陸
上
競
技
部
の
学
生
が
入
居

す
る
「
東
豊
田
寮
」（
中
央
大

学
学
友
会
体
育
連
盟
東
豊
田
寮
、

日
野
市
東
豊
田
１
―
７
―
11
）

の
新
築
工
事
が

完
成
し
、
３
月

19
日
、
関
係
者

が
出
席
し
て
竣

工
式
が
行
わ
れ

た
。
完
成
し
た

「
東
豊
田
寮
」

は
、
建
築
面
積

６
０
１
・
95

平
方
メ
ー
ト

ル
、
延
床
面
積

２
０
４
５
・
89

平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
５
階
建
て
。

２
人
一
部
屋
の
寮
室
と
い
う
住

施
設
に
、
す
ぐ
近
く
に
は
ロ
ー

ド
練
習
に
も
っ
て
こ
い
の
浅
川

の
土
手
が
あ
り
、「
文
武
両
道
」

に
恵
ま
れ
た
抜
群
の
環
境
に
、

陸
上
競
技
部
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

竣
工
式
に
は
、
久
野
修
慈
理

事
長
、
永
井
和
之
総
長
・
学
長

は
じ
め
、
大
学
と
建
設
会
社
の

関
係
者
約
50
人
が
出
席
。
神
主

に
よ
る
修
祓
に
は
じ
ま
っ
て
、

祝
詞
奏
上
な
ど
の
神
事
で
は
、

久
野
理
事
長
、
永
井
総
長
・
学

長
、
高
木
丈
太
郎
学
員
体
育
会

会
長
ら
が
玉
串
を
奉
奠
、
最
後

に
出
席
者
全
員
で
神
酒
を
拝
載

し
て
工
事
の
完
成
を
祝
っ
た
。

　

こ
の
後
に
開
か
れ
た
直
会
の

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
久
野
理

事
長
は
、「
き
ょ
う
は
晴
天
で
、

天
気
が
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
。

新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
、

今
後
の
陸
上
競
技
部
の
活
躍
を

祈
念
し
た
。

　

ま
た
、
永
井
総
長
・
学
長
は
、

「
す
ば
ら
し
い
建
物
が

で
き
た
。
伝
統
あ
る
中

大
陸
上
部
の
メ
ッ
カ
と

し
て
、
地
元
の
方
々
に

愛
さ
れ
、
世
界
に
飛
躍

す
る
陸
上
部
で
あ
っ
て

欲
し
い
」
と
選
手
ら
を

激
励
し
た
。
出
席
者
は
、

和
や
か
に
歓
談
し
た
あ

と
、
真
新
し
い
寮
内
を

見
て
回
り
、
あ
ら
た
め

て
充
実
し
た
施
設
と
環

境
の
良
さ
に
触
れ
て
い

た
。

　

５
階
建
て
の
「
東
豊
田
寮
」

の
１
階
は
、
80
人
が
入
れ
る
食

堂
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

と
、
各
種
マ
シ
ン
を
備
え
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
ル
ー
ム
、
浴
室
な
ど
が

あ
る
。
２
〜
５
階
の
寮
室
に
は
、

長
距
離
部
員
が
２
、
３
階
に
、

短
距
離
部
員
が
３
階
の
一
部
と

４
階
に
入
居
。
こ
の
ほ
か
２
階

に
は
監
督
室
、
コ
ー
チ
室
が
あ

鉄筋コンクリート５階建ての東豊田寮

お神酒を拝載して竣工を祝う
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り
、
中
大
を
目
指
す
高
校
生
ら

見
学
者
な
ど
が
宿
泊
で
き
る
畳

敷
き
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
も
あ
る
。

４
階
に
は
学
習
室
が
あ
り
、
勉

強
す
る
環
境
も
完
備
さ
れ
て
い

る
。

　

陸
上
競
技
部
員
は
、
３
月
30

日
に
「
南
平
寮
」
を
引
き
払
っ

て
、「
東
豊
田
寮
」
に
引
っ
越
し
、

入
居
し
た
。
陸
上
競
技
部
駅
伝

の
浦
田
春
生
監
督
は
、「
環
境

は
ベ
ス
ト
で
す
。
あ
と
は
学
生

に
し
っ
か
り
と
勉
強
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

近
隣
の
方
々
の
期
待
に
も
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
今
後
の
躍
進
を

期
し
て
い
た
。 

（
編
集
室
）

テープカットする久野理事長（中央）と永井総長・学長（右）、
高木・学員体育会会長（左）

陸上競技部の小栗監督（左から２番目）と浦田・駅伝監督（左端）と部員

「
文
武
両
道
」
の
充
実
し
た
施
設

二人一部屋の室内

学習室

10人は泊まれるという畳敷きのゲストルーム
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学生記者が取材・編集する大学広報誌
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特別版

卒業の日に 贈る言葉 永井和之総長・学長ほか 
◎「Ｃａｍｐｕｓ Ｎｏｗ」 群像―それぞれの春  
◎  '10年春・・・・学生記者 最後の＜私＞ニュース

学生記者になりませんか学生記者になりませんか学生記者になりませんか
「Hakumonちゅうおう」は中大生が取材・
編集する大学広報誌です。
現在、多摩と後楽園キャンパスそれぞれで
1、2年生の学生記者を募集しています。

●元新聞社論説委員のプロや先輩の学生記者に取材方法・
原稿の書き方はじめ添削指導を基礎から受けることができ
ます。将来どんなキャリアをめざすにも文章力が重要です！
●取材を通して、さまざまな人に出会うことができます。
　出会いの数ほど思い出ができることでしょう。
●記者活動を通してコミュニケーション能力など「社会人基
礎力」を身につけることができます。

中央大学広報室『Hakumonちゅうおう』
編集担当 : 伊藤博まで
Phone : 042－674－2048（直通）
E-mail : hiroito@tamajs.chuo-u.ac.jp

申し込み・問い合わせは

トレーニングルーム

浴室

ランドリー


